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　おやじラグビーの祭典、2012ゴールデンオール
ディーズ・ワールドラグビーフェスティバル福岡の開
幕が２８日に迫りました。修猷ＯＢクラブも「修猷館
ＲＯＣ（ロック）」というチームを編成し、世界のラ
グビー好きを迎えます。安部会長や元日本代表の
淵上さんらが事務局立ち上げから大会の成功に向
けて尽力しており、海外と国内合わせて２５００人
近くのラグビーマンが福岡で汗を流し、ビールを流
し込みます。さあ、ＯＢ一丸となって、修猷魂を世界
に示しましょう！

　２年に一度開かれる３５歳以上のラグビー愛好家によるこの国際大会
は、今回が１９回目。アジアでは初めての開催です。元々、中高年のラグビ
ーは戦後すぐに東京で不惑倶楽部が発足、九州にも迷惑倶楽部が立ち
上がるなど世界に先駆けて浸透していきました。日本を訪れた世界の中
高年ラグビーマンが、より安全に生涯スポーツとして確立している姿を
参考にして、ゴールデンオールディーズは１９７９年にニュージーランド
で産声を上げました。安部会長は「３０年以上を経て本家に里帰りして
きたようなもの」とその開催意義を話しています。
　海外からはオーストラリアから最多の４１チームをはじめ、１０カ国・地
域以上の１１００人以上が参加。ホスト役の国内からも１３００人近くが
集い、地元・福岡からも３５チームがエントリーしています。
　チーム力によって試合のレベルが１０段階に分かれています。例えば、
元日本代表で構成される「JAPAN LEGENDS」は「ガチ！でやる」レベル
１で世界の強豪と対戦します。「修猷館ＲＯＣ」は「マジ！でやる」レベル
７から「スマートにやる。」レベル９までの間で試合を行う予定です。１試
合は２０分が３本で、入れ替えは自由。スクラムはノーコンテスト、短パン
の色でノータックルなど安全に配慮したルールが採用されており、運動
不足の方でもグラウンドに立てるようになっています。キックも制限され
ているので、球をつなぐラグビーのだいご味も味わえることでしょう。

夏合宿日記
現役は８月８日から５日間、鹿児島・さつま町で恒例の夏合宿を張りました。

マネジャーの皆さんからリポートが届きました。
第１日（８日）　　１年　関口佳那
　初日でした。私にとっては初めての合宿で、戸惑うこともありましたが、たくさんの新
しいことを体験でき、とても充実した一日となりました。
　朝が早かったにも関わらず、鹿児島に着くとみんな張り切って練習をしていました。
試合では、初戦でAチームは負けてしまいましたが、Bチームは積極的なプレーで連勝し
ていました。その後、小雨の降る悪天候の中、Aチームはハード練習を続け、とてもきつ
そうに見えましたが、３年生を中心に声を出して頑張っていました。
　宿では初めての夕食のあまりの多さに１年生が次 と々ダウンしましたが、最後は全員
で協力して食べ切っていました。１年生がマネジャーの分まで食べきれるくらいもっと
食べられるようになって、２、３年生のように大きく、強くなってほしいと思います。
▽鹿児島実Ａ０―２１、高鍋Ａ１２―１２、大口Ｂ２４―０、鹿児島実Ｂ１４―０

第５日（１２日）　　３年　中村友紀
　とうとう合宿が終わった。今日は、熱中症に苦しむ人も多かったけど宮崎北との試合
に勝った。永富主将がナイスプレーだった。そして合宿を締めくくるラストメニューは、
例年とは違いアタックディフェンスだった。みんなの必死のタックルはとてもかっこよか
った。最後は全員で館歌を歌いながらランニングをして、合宿が終わった。福田荘に戻
り最後の昼食、そしてスイカを食べた。３年永富、２年力武、１年岸川、柴尾がスイカの
はや食い競争をした。ぶっちぎりの１位だったのはダークホースの岸川だった。片付けを
して、５日間お世話になった福田荘をあとにした。福田荘の方々に手を振っているときに
「ああ、合宿が終わったんだなー」と改めて思った。今年は４泊５日と例年より１日長い
合宿だったけど、とても濃い５日間を過ごせたと思う。必死で走り、体をぶつけ合うみん
なのかっこいい姿、暑いなか指導してくださる先生方、いつもパワフルな永田さんの姿、
一生忘れられないものになった。この合宿で得たものをこれからに繋げていきたいと
思う。５日間お世話になった方々、ありがとうございました。
▽宮崎北Ａ２８―１４

第４日（１１日）　　２年　国武八衣子
　疲れもたまってきていましたが、みんな緩まずに頑張っていました。午前練習は最初
晴れていましたが、途中から雨が降ってきてひどくなり、雷が近くに落ちたので退散とな
りました。お昼ご飯は、いつものように丼と麺でした。でもみんな最初に比べて食べる
のが早くなっていて、成長が見られました。休む時間は少なかったですが、次の練習の
ためのエネルギーを蓄えて午後からの練習に出発しました。午後は試合がたくさんあり
ました。今日は大きな怪我人は出ませんでしたが忙しかったです。Ｂ戦が良かったです。
そして宿舎に戻ってからすぐ、食事の準備でした。夕食は毎回量が多かったけれど、最
後だと思うと切なかったです。また、今日のメニューはどれも好きなものだったのでたく
さん食べられました。クリームシチューが 初めての味で病み付きになっていました。そし
て、お風呂に入って夜食を配ってから眠りました。来年は私たちが中心となるので、今年
学んだことを来年に生かして頑張ります。
▽長崎北陽台Ａ０―５４、名護Ｂ０―１９

第３日（１０日）　　２年　熊谷優
　みんな疲れがでてきたのか、バスの中がすごく静かでした。今日も朝からすごく暑か
ったです。マネジャーでも暑くてきついのに、選手のみんなは本当にすごいなと合宿に
来て改めて感じます。
　朝も試合があったのでいつもより練習が長くて大変でした。福田荘にもどってお昼ご
飯。相変わらず量がすごいです。でもだんだん慣れてきました。今年は去年に比べて昼
の休憩が短いので、あまりゆっくりすることなく出発です。午後もますます暑かったです。
熱中症には本当に気をつけたいです。今日の一番の驚きは夜ご飯！ハンバーグ、チキン
カツ、しゃぶしゃぶでした。黙 と々食べました。１年生が始めに比べて食べれるようにな
っているのが嬉しいです。あと２日！頑張りましょう！
▽九州学院Ａ２４―１４、鹿児島工Ａ２１―１４、鹿児島工Ｂ１４―２１、名護Ｂ１４―２１

第２日（９日）　　１年　金子真彩
　曇り空でとても蒸し暑い朝でした。目覚ましのアラームが鳴った頃はまだ日の出の時
刻より早く、真っ暗でした。グラウンドに着くとすぐに、アップ、練習が始まりました。グ
ラウンドはいつもの修猷館の土と違って芝なので、とてもよい環境だったと思います。
　初めての朝練は１年生の選手たちにとっても、とてもきつかったようでした。朝練を 
終えて宿舎に戻ってくると、昼ごはんの量に驚きました。大盛りの牛丼とラーメンをみ
んなでおいしくいただきました。ほとんど休む暇もなく再びグラウンドに行き、１時間ほ
ど練習した後、試合を行いました。どの試合も課題がみつかったようですが、一人ひとり
の成長が感じられました。お互いに意見交換をして、チームのために積極的に話し合お
うとする姿もとても印象的でした。ラグビーに打ち込むみんなを支えていけるように、こ
れからももっと私も頑張ります。
▽大口Ａ４０―０、名護Ａ１４―５、名護Ａ２４―７、名護Ｂ０―１４、名護Ｃ５―１４
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　日本の伝統に基づいた応援グッズも作りました。「修猷ハチマキ」です。頭や首に巻くのもよし、肩にかけるもよし。額
に入れれば、交換用ペナントにもなります。ゴールデンオールディーズのもう一つの楽しみは、海外勢とのプレゼント
交換。チームオリジナルのピンバッチなどと物々交換して、お宝をゲットしましょう。このハチマキは一枚2,000円で販
売予定ですので、大会用に多数ご購入ください。

全福岡監督に真鍋さん

若手は10校ラグビーへ

パレードと前夜祭へGO
　ゴールデンオールディーズには修猷館ＲＯＣで約３５選手が出場
予定です。登録されてない方も試合の応援はもちろん、パレードとＯＢ
クラブ主催の「前夜祭」に振るってご参加ください。
　パレードは２８日（日）午後３時１５分から、福岡市役所前での開会
式の後、午後４時ごろから天神のパルコ前をスタート。舞鶴公園まで
の明治通りを歩きます。飛び入り大歓迎！　修猷館のジャージーや
昔の学生服など着てお集まりください。子どもと一緒に歩くのもいい
記念になるでしょう。
　前夜祭は、３０日（火）午後６時から天神３丁目の「ピエトロ　セン
トラーレ（本店）」（電話０９２－７１５－８２８１）で。ご家族や関係者
を連れだってご参加ください。海外勢とのレセプションの予行演習に
もなります。さらに、旧交も温めましょう。
　ＲＯＣの試合は３１日（水）と１１月２日（金）です。海の中道海浜公
園、雁の巣レクリエーションセンター、さわやかスポーツ広場に計１０
面のグラウンドが用意されますが、まだ、詳しい日程は決まっていま
せん。メールなどでお知らせしますので、ぜひ、応援にお越しください。

　ゴールデンオールディーズの前哨戦として、２８日には「１０校ラグビー」が開かれます。関東の方、ぜひ、ご参加ください。

　修猷はこの大会に途中から参加させて頂いていますが、若手の活躍もあり、大きな存在感を示しています。そして、今

回はメーンイベントの一つとして３５歳未満による秋田VS.修猷の単独校対決が実現します。日頃から鍛えている人も全く

鍛えてない人も、若手同士で声をかけあってお集まりください。人数不足は相手にも失礼ですし、圧勝を期待しています。

　オールド＆ミドル（３５歳以上）の方も福岡遠征の肩慣らしや宴会要員として、出席よろしくお願いします。懇親会で

も負けるわけにはいきません。辰巳のグラウンドは日本代表も練習で使用する素晴らしい環境です。

　参加希望の方は幹事の原さん（daikihara@yahoo.co.jp）までご連絡ください。

■日時：10月28日（日）12:00集合、12:30～16:05　試合、17:00～19:00　懇親会
■場所：辰巳の森海浜公園ラグビー練習場（東京メトロ有楽町線辰巳駅下車徒歩10分）
■懇親会：アパホテル潮見駅前の予定
■参加校：秋田県立秋田高校、埼玉県立川越高校、東京都立青山高校、東京都立大泉高校、
東京都立北園高校、東京都立小石川高校、東京都立新宿高校、東京都立戸山高校、東京都立
日比谷高校、神奈川県立柏陽高校、愛知県立旭丘高校、愛知県立千種高校、愛知県立岡崎高
校、大阪府立天王寺高校、福岡県立修猷館高校、熊本県立済々黌高校、鹿児島県立玉龍高校
■参加費　保険料 ￥500-、懇親会 ￥5,000-

　第９２回全国高校ラグビー福岡県予選の組み合わせ
が決まりました。修猷館の初戦は、２１日（日）午後０時２
０分から東福岡高で。福岡工大城東と九産大九産の勝
者と対戦します。ここを順当に勝てば、２８日（日）の準々
決勝は午前１１時から東福岡高で、王者・東福岡に挑むこ
とになります。現役が奇跡を起こせば、その日の夕方に
あるゴールデンオールディーズのパレードも大いに盛り
上がることでしょう。健闘をお祈りしています。

　６７回目を迎えた「ぎふ清流国体」のラグビー少年で史上初の５連覇を目指した全
福岡の監督を真鍋健治さん（３５）が務めた。香椎高に籍を置き、今年度からは体育
研究所で研修中。全福岡では１、２年それぞれの世代別コーチを歴任し、集大成のシ
ーズンとなった。
　真鍋さんは、１９９５年、修猷館が全九州新人大会県予選で東福岡や筑紫を連破
し、初優勝した時のフランカーとして活躍。筑波大に進学後、体育教諭として福岡に
戻ってきた。香椎工で４年勤務した後、香椎で６年目になる。
　全福岡のメンバーは、東福岡を中心にちびっ子ラグビーから鍛えられた全国トップ
レベルの選手ばかり。真鍋さん本人が「集まりにいく度に、『凄いなー』と思う」とい
うほどだ。その能力の高い集団をまとめるために、まず、コミュニケーション能力を重
視するという。候補選手も含め技術を比べて遜色なくても、「自分が何をしたいのか
などを表現できないと、なかなかチームで機能できない」と言う。１年の時から県内の多くの選手を見てきたが、自分
が呼んだ選手が順調に成長すると、「眼力」が間違ってなかった、とホッとするという。
　今年の高校ラグビーは全国のレベルが拮抗しており、国体でも厳しい戦いとなるが、真鍋さんの筋の通った指導は、
将来のジャパン候補たちの少なからず糧となる。そして、様々なレベルでの指導経験が、いつの日か母校に還元できる
時が来るはずだ。
　今年のチームは、例年通り、東福岡を中心に、４強の小倉から４、福岡、筑紫から２選手ずつが選ばれた。修猷から
は昨年に続き永富がメンバーに入った。
【全福岡少年男子メンバー】　河村崚太、古川浩太郎、西坂幸祐、西内勇二、丹下翔太、中尾湧馬、牧野内翔馬、崔凌
也、廣川翔也、金子崇、石橋海洋、東川寛史、鹿尾貫太（以上、東福岡）工藤朗仁、松岡大介、秦啓祐、江嵜慎悟（以
上、小倉）末永健雄、高屋直生（以上、福岡）小林廉、鶴田馨（以上、筑紫）永富健太郎（修猷館）山崎晃治（明善）


